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本
書
は
二
○
○
四
（
平
成
一
六
）
年
刊
行
さ
れ
た
『
鍼
の
道
１
１
内

科
医
の
青
春
」
の
続
篇
で
あ
り
、
九
十
一
才
の
著
作
で
あ
る
。
近
代
医

学
を
修
め
、
家
学
の
東
洋
医
学
「
鍼
」
の
効
用
と
意
義
に
つ
い
て
、
ひ

た
す
ら
究
明
す
る
歩
み
を
凝
集
し
た
成
果
で
あ
る
。

著
者
は
さ
き
に
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
に
「
鍼
灸
医
学
序
説
』

を
公
刊
さ
れ
て
い
て
、
「
鍼
」
に
つ
い
て
「
鍼
施
術
は
一
定
の
方
式
に
よ

り
、
鍼
を
用
い
て
体
表
よ
り
接
触
、
穿
刺
し
、
機
械
的
刺
激
を
生
体
に

及
ぼ
し
、
一
定
の
生
体
反
応
を
起
こ
し
て
生
体
の
示
す
変
調
を
矯
正
し
、

ま
た
は
疾
病
治
癒
に
寄
与
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
保
健
・
疾
病
の
予
防

及
び
治
療
に
広
く
応
用
す
る
施
術
で
あ
る
。
」
と
規
定
さ
れ
た
（
第
一
章
）
。

併
せ
て
「
灸
」
に
つ
い
て
「
灸
施
術
は
一
定
の
方
式
に
よ
り
、
「
も
ぐ
さ
」
、

ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
物
質
を
用
い
て
燃
焼
し
、
体
表
よ
り
温
熱
的
刺

激
を
生
体
に
及
ぼ
し
、
一
定
の
生
体
反
応
を
起
こ
し
て
、
生
体
の
示
す

変
調
を
矯
正
し
、
ま
た
は
病
予
防
・
治
療
に
広
く
応
用
す
る
施
術
で
あ

る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
五
章
）
。
つ
い
で
「
鍼
灸
の
歴
史
」
日

本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
国
・
東
洋
医
学
の
基
本
理
論
（
陰
陽
五
行
学
説
、

気
・
血
・
津
液
、
経
絡
、
臓
肺
、
疾
病
の
病
因
、
弁
証
施
治
）
を
、
日

本
・
中
国
の
諸
書
を
広
く
参
考
と
し
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
「
自
序
」
に
お
い
て
「
鍼
灸
医
学
の
内
容
を
深
く
語
る
」

珠
携
糸
紹
介
携
詩
龍
火
夫
珠
兆
弗
携
弗
茨
茨
溌
糸
火
溌
詫
兆

高
島
文
一
著

「
続
・
鍼
の
道
一
内
科
医
の
熟
年
』

「
自
分
の
意
見
や
、
書
い
た
も
の
の
内
容
を
の
べ
る
こ
と
が
多
く
な
る
」

と
、
必
ら
ず
し
も
他
説
に
組
す
る
立
場
を
採
ら
な
い
見
識
を
も
っ
て
本

書
を
編
む
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

教
育
者
の
立
場
か
ら
「
学
究
」
と
し
て
の
道
を
歩
み
、
盲
学
校
時

代
・
開
業
医
時
代
・
大
学
教
授
時
代
・
非
常
勤
講
師
時
代
と
区
分
し
、

段
階
的
発
展
的
に
記
述
を
進
め
る
。

「
学
び
」
の
道
を
み
ず
か
ら
歩
み
、
道
の
本
質
を
究
め
つ
つ
、
学
界

の
新
知
を
吸
収
消
化
し
、
教
育
指
導
に
還
元
し
て
多
く
の
弟
子
を
育
成

し
た
。
ま
た
学
界
の
人
士
と
の
交
流
を
重
ね
、
厚
い
人
脈
を
構
成
し
た
。

す
べ
て
前
述
の
規
定
を
よ
り
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
の
執
念
か
ら

で
あ
る
と
指
摘
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
煩
を
い
と
わ
ず
、
参
加
し
研
究
究
明
さ
れ
て
い
る
学
会
名
を

摘
記
し
て
み
よ
う
。
（
何
れ
も
今
日
に
及
ぶ
）

〔
国
内
〕

（
京
都
府
立
盲
学
校
時
代
、
Ｓ
妬
～
組
年
３
月
）

○
（
Ｓ
説
）
新
教
育
懇
話
会
．
（
Ｓ
銘
）
全
日
本
盲
教
育
研
究
大

会
・
経
絡
治
療
夏
季
大
学
、
（
Ｓ
妬
）
鍼
灸
学
術
講
演
会
・
京
都
府
学

校
保
健
主
事
（
会
長
）
、
（
Ｓ
妃
）
日
本
鍼
灸
学
会
。

〔
各
治
療
関
係
者
・
機
関
の
解
説
が
豊
富
で
あ
り
東
洋
医
学
の
意
義
価

値
の
理
解
を
深
め
る
の
に
多
大
の
配
慮
が
一
貫
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
〕

（
開
業
医
時
代
）
（
仏
教
大
学
講
師
、
Ｓ
印
～
Ｈ
ｎ
．
八
十
五
才
）

○
（
Ｓ
別
）
神
戸
大
学
東
洋
医
学
研
究
会
・
京
都
大
学
研
修
医
（
Ｓ

別
～
弱
）
『
京
都
の
医
学
史
展
』
「
京
都
の
医
学
史
』
鍼
灸
史
担
当
執
筆
、

（
Ｓ
銘
）
日
本
医
史
学
会
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（
大
学
教
授
時
代
）
（
明
治
鍼
灸
短
大
・
大
学
、
Ｓ
認
、
Ｓ
銘
～
髄
）

（
Ｓ
別
）
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
、
（
Ｓ
弱
）
鍼
灸
祭
り
、
（
Ｓ

弱
）
東
洋
医
学
会
、
（
Ｓ
町
）
『
医
心
方
』
刊
〈
解
題
〉
、
古
文
読
会
、

（
Ｓ
銘
）
日
本
東
洋
医
学
会
・
全
日
本
鍼
灸
学
会
・
経
絡
治
療
学
会
。

（
仏
教
大
学
通
信
教
育
講
座
・
八
ヵ
年
、
京
都
府
立
医
科
大
学
客
員
講

師
）
、
（
Ｓ
弱
）
日
本
内
科
学
会
・
洛
中
日
中
友
好
協
会
、
日
本
自
律
神

経
学
会
、
東
方
医
学
研
究
会
協
議
会
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研

究
会
、
（
Ｓ
釦
）
「
鍼
灸
医
学
序
説
』
執
筆
を
始
め
る
、
医
道
顕
彰
会
、

『
医
心
方
』
研
究
会
、
（
Ｓ
田
）
京
大
人
文
研
中
国
科
学
史
班
研
究
会
、

東
洋
医
学
系
物
理
療
法
学
会
（
他
に
九
学
会
）
。
（
Ｓ
侭
～
Ｈ
５
関
西
鍼

灸
短
大
）
、
（
Ｓ
侭
）
経
絡
学
会
、
（
Ｓ
“
）
素
問
勉
強
会
、
（
９
・
喝
～

Ｈ
３
．
２
、
「
ハ
リ
余
話
」
京
都
新
聞
連
載
）
、
（
Ｈ
４
）
臨
床
東
洋
医

学
研
究
会
、
ア
ュ
ル
ベ
ー
ダ
ー
研
究
会
、
膠
原
病
研
究
会
。
〔
当
年
継

続
学
会
を
含
め
諸
学
会
に
参
加
、
研
究
発
表
・
講
義
数
三
五
回
〕

〔
国
際
会
議
〕

○
（
Ｓ
蛇
）
国
際
盲
青
年
教
育
者
会
議
（
英
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
よ
り
世

界
最
初
の
盲
教
育
者
は
日
本
の
人
康
親
王
と
聞
き
驚
く
）
、
（
Ｓ
妃
）

〔
韓
国
〕
世
界
鍼
灸
学
会
、
（
Ｓ
里
京
都
府
民
「
友
好
の
船
」
訪
中
団

（
四
人
組
失
脚
後
の
中
国
の
実
情
を
知
る
、
詳
報
を
記
す
）
、
（
Ｓ
艶
）

世
界
鍼
灸
学
会
、
（
Ｓ
別
）
同
上
、
（
Ｓ
銘
）
ョ
－
ロ
ッ
パ
鍼
学
会
、

（
Ｓ
弱
）
中
国
鍼
学
会
・
国
際
内
科
学
会
〔
京
都
〕
（
ニ
ー
ダ
ム
博
士
参

加
）
、
（
Ｓ
帥
）
国
際
東
洋
医
学
会
〔
京
都
〕
、
（
Ｓ
田
）
東
方
科
学
史
国

際
会
議
〔
京
都
〕
・
世
界
鍼
灸
学
術
大
会
（
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
、
（
Ｓ
“
）
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
鍼
学
会
、
中
国
科
学
史
国
際
会
議
〔
京
都
〕

（
内
外
の
各
会
議
に
お
け
る
参
加
者
、
内
容
等
を
克
明
に
記
さ
れ
て

お
り
、
成
果
を
知
ら
さ
れ
る
。
同
時
に
、
年
譜
・
人
名
辞
典
の
体
裁
も

兼
ね
て
い
る
と
い
え
る
。
）

著
者
が
特
に
意
欲
を
そ
、
ら
れ
た
事
項
と
思
わ
れ
る
会
に
つ
い
て
巻

末
に
掲
げ
ら
れ
た
。

①
寿
星
会
（
京
都
府
医
師
会
）

山
田
慶
兒
氏
の
「
養
生
訓
」
講
演
な
ど
。

②
「
医
療
と
社
会
」
研
究
会
（
開
業
医
高
木
隆
郎
・
中
野
進
両
氏
発

案
、
平
成
元
年
発
足
）

平
成
九
年
に
「
我
が
国
の
社
会
と
東
洋
医
学
」
と
題
し
講
演
。
東
京

都
の
実
施
し
た
東
洋
医
学
に
関
す
る
都
民
意
識
の
分
析
調
査
の
結
果
と

し
て
治
療
代
が
高
く
つ
く
こ
と
、
医
院
に
お
い
て
一
番
の
難
点
は
「
健

保
適
用
が
な
い
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
事
項
を
特
筆
さ
れ
て
い
る
。

③
「
龍
谷
大
学
写
字
台
文
庫
」

医
学
関
係
書
調
査
（
（
一
九
九
四
）
９
．
羽
～
７
．
７
．
劃
）
委
嘱

を
う
け
全
力
を
注
ぎ
、
『
丹
台
玉
案
』
を
手
始
め
に
、
二
二
七
点
を
調

査
。
〔
成
果
論
文
「
人
体
内
景
図
の
中
の
脂
腹
脂
膜
に
つ
い
て
」
（
山
田

慶
兒
編
「
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
』
二
九
九
七
・
三
、
思
文
閣
出
版

所
収
）
）
「
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
和
漢
古
典
籍
分
類
目
録
（
自
然
科
学

之
部
）
』
・
「
同
貴
重
書
解
題
（
同
三
二
九
九
七
・
七
・
三
○
発
行
、

同
図
書
館
）
参
照
〕

④
龍
谷
大
学
「
古
典
籍
研
究
会
」

（
Ｈ
９
．
１
～
鴫
・
辺
『
医
宗
必
読
』
・
「
洗
冤
集
録
』
な
ど
一
七

点
会
読
。
（
こ
の
頃
体
調
歩
行
困
難
を
覚
え
る
。
満
九
○
才
二
ヵ
月
前
）
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⑤
「
鍼
灸
臨
床
文
献
学
会
」

鍼
灸
の
治
効
を
探
る
に
は
古
来
の
治
療
法
の
探
究
が
重
要
と
の
趣
意

に
立
つ
。
（
Ｈ
５
．
３
～
肥
・
皿
）
座
長
・
口
演
を
担
当
。
Ｈ
略
・
皿
、

第
二
回
に
は
、
満
九
○
才
記
念
講
演
「
膵
臓
の
歴
史
」
を
行
な
う
。

⑥
「
東
洋
鍼
灸
医
学
大
講
演
会
」

特
に
（
Ｈ
賂
・
皿
・
錫
）
第
二
部
鍼
灸
臨
床
セ
ミ
ナ
ー
「
伝
統
に
根

ざ
し
た
も
う
一
つ
の
医
学
」
に
お
け
る
講
義
・
実
技
公
開
に
お
け
る
バ

ラ
ン
ス
思
想
と
古
典
と
が
結
合
し
た
も
の
を
評
価
し
、
「
今
後
の
鍼
灸

の
行
方
を
示
す
も
の
」
と
特
記
さ
れ
た
。

以
上
、
教
育
者
と
し
て
の
経
歴
過
程
に
お
け
る
執
念
ｌ
求
道
者
の
ご

と
き
学
会
参
加
の
姿
勢
と
成
果
の
公
表
に
つ
い
て
記
し
、
著
者
の
斯
界

に
対
す
る
磐
石
の
態
度
を
表
言
し
た
。
終
り
に
著
者
の
言
を
掲
げ
る
。

「
現
代
医
療
に
、
旧
来
の
医
療
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
旧
来
の
医

療
が
身
体
全
体
の
調
整
を
は
か
る
と
い
う
意
味
で
、
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
は
陰
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
表
立
っ
て
並
行
す
る
こ
と
が
、

治
療
効
果
を
上
げ
る
上
で
必
要
で
あ
る
。

鍼
灸
は
自
律
神
経
の
調
整
を
主
と
し
て
、
心
身
の
調
和
を
は
か
る
も
の

で
あ
り
、
高
度
先
進
医
療
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
」
と
。

多
く
の
方
々
の
閲
読
を
期
待
す
る
。

（
末
中
哲
夫
）

〔
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
五
・
八
・
四
発
行
。
二
○
○
○
円
・
税
別
〕

本
書
は
「
医
療
と
そ
の
周
辺
領
域
に
幅
広
い
関
心
を
持
た
れ
て
い

る
一
般
の
方
々
」
や
、
「
医
療
系
大
学
の
人
文
系
教
養
教
育
」
の
現
場

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
い
う
。
「
は
し
が
き
」
に
よ

れ
ば
、
医
療
人
間
学
と
は
「
メ
デ
ィ
カ
ル
な
諸
問
題
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
ズ
の
手
法
に
よ
っ
て
探
究
」
す
る
学
問
の
こ
と
で
あ
り
、
ト

リ
ニ
テ
ィ
ー
と
は
「
三
つ
で
一
組
と
な
っ
て
い
る
も
の
」
、
こ
こ
で
は

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
最
も
重
要
な
三
本
柱
」
で
あ
る
「
哲
学
・

史
学
・
文
学
」
を
さ
し
、
こ
の
「
三
つ
の
分
野
を
有
機
的
に
統
合
」

し
て
構
築
し
た
医
療
人
間
学
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
タ
イ
ト
ル
の
意

味
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
の
展
開
と
し
て
は
、
「
文
学
作
品
の
一
節
を
素

材
に
し
て
医
療
の
諸
相
を
具
体
的
に
把
握
し
（
文
学
）
、
当
該
問
題
に

関
す
る
社
会
的
背
景
を
歴
史
的
脈
絡
の
中
で
捉
え
る
（
史
学
）
と
と

も
に
、
そ
こ
か
ら
現
代
に
も
通
じ
る
哲
学
・
倫
理
学
事
項
を
汲
み
取

っ
て
批
判
的
に
吟
味
し
（
哲
学
）
、
ひ
い
て
は
医
療
の
将
来
展
望
を
実

践
的
に
切
り
拓
く
こ
と
」
を
め
ざ
す
と
な
っ
て
い
て
、
著
述
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
い
の
ち
」
お
よ
び
「
い
の
ち
の
尊
さ
」
と
あ
る
。

素
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
学
作
品
は
三
二
編
に
及
ん
で
い
る
。

以
下
、
主
題
に
関
し
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
第
一
章
森
鴎
外
の
「
カ

ズ
ィ
ス
チ
ヵ
」
で
は
漢
方
医
学
か
ら
西
洋
医
学
へ
の
移
行
期
の
問
題
を
、

第
二
章
泉
鏡
花
の
「
外
科
宰
匡
で
は
麻
酔
薬
の
開
発
と
外
科
医
療
の
進
展

近
藤
均
著

「
医
療
人
間
学
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
哲
学
・
史
学
・
文
学
』


